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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無         ：無 
 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無       ：無 
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無             ：無 
 
２．平成１６年１２月期第３四半期の業績の概況（平成１６年１月１日～平成１６年９月３０日） 
(１)連結売上高   ※ご参考：単独売上高  

 (百万円未満切捨)   (百万円未満切捨) 
 百万円 ％   百万円 ％ 

16年 12月第３四半期 16,920 －  16年 12月第３四半期 26,906 － 
15年 12月第３四半期 － －  15年 12月第３四半期 － － 
(参考 )15 年 12 月期 18,917   (参考 )15 年 12 月期 32,714  
（注）四半期業績の開示は当期より実施しておりますので、前年同四半期の実績及び増減率につきましては

記載しておりません。 

 
[連結売上高に関する補足説明] 
 当第 3 四半期におけるわが国経済は、当初、アジア向け輸出増加や設備投資が上向くなど、一部では明る
いきざしが伺えましたが、下期に入り、原油高による原材料値上げの影響増や天災などによる業績不振など

で、業種間、地域間又は企業間によってその業績の回復傾向に大きな格差がある状況となっております。 
 当社グループの主力市場の一つである外食産業においては、上期のみならず下期に入っても、「堅調に回復」

しているとは判断しがたい状況にあり、また、ＢＳＥや鳥インフルエンザの問題の動向がさらなる影響を及

ぼす可能性も秘めております。 
 このような中で、当社グループはいつも「お客様の顔が見える営業（Ｆａｃｅ Ｔｏ Ｆａｃｅ）」を目指

し地域密着型の直販体制を推進するとともに、需要の創造と高付加価値製品の開発でお客様に応えてまいり

ました。この結果、第 3四半期における連結売上高は 16,920百万円となりました。 
 
(２) 当第 3四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
  該当事項はありません。 
 
３．平成１６年１２月期の連結業績予想（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 
 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 
通 期 22,500 △5,000 △6,000 △116 27 

 
※ご参考：平成１６年１２月期の単独業績予想（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 
 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 
通 期 34,500 4,100 2,100 40 69 

 
※上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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